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パネルディスカッション⓶

鉄道が都市をつなぐことでもたらされる社会的・経済的価値

日時：（日本時間）2024年4月12日（金）4:00～7:00
　　  （現地時間）2024年4月11日（木）15:00～18:00（～レセプション）
場所：米国ワシントンDC（ロナルドレーガンビル＆貿易センター）オンラインのライブ配信も併用
言語：日英同時通訳
お申込みいただいた方には、開催同日中に、限定公開の録画動画視聴用のURLをご連絡します。

詳細＆登録
はこちら

鉄道による都市の魅力・レジリエンスの向上

パネルディスカッション⓵

　欧州において気候変動対策の観点から鉄道の環境優位性が再評価され、アジア諸国においても経済成長に伴う渋滞等社会的課題への対応や国民の生活水準の向上等を背
景に鉄道プロジェクトが積極的に進められるなど、鉄道を取り巻く環境は世界的に変化を続けています。
　日米両国においても、日本では幹線やリニア中央幹線の整備に加え東京・大阪等大都市における駅周辺開発プロジェクトが進められる一方で、米国では鉄道分野におけ
る日米連携が進む中でバイデン政権におけるインフラ投資雇用法に基づく多額の投資が鉄道に振り向けられるなど、まさに重要な節目を迎えていると言えます。
　本シンポジウムにおいては、こうした潮流の背景にある、都市間及び都市内に鉄道ネットワークを形成することで創造される価値や都市の魅力・レジリエンスを向上させる価値
など鉄道が生み出す社会的・経済的価値について、日米両国の鉄道政策・事業の最前線でご活躍されている皆様に今日的な視点からご議論いただきます。日米の鉄道分野のさ
らなる発展と連携の強化や持続可能な社会の実現の一助となることを期待します。
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Value Creation for a Sustainable Society
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Honorable Greetings

This symposium aims to present and discuss how the value of passenger rail (high speed, intercity, commuter, heavy and 
light rail) is being articulated and measured in both Japan and the U.S., reaffirming the social and economic role that 
passenger rail plays by connecting cities and enhancing their attractiveness and resilience.
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United States of America

Chris Brady
Chair, Committee on 
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Panelists:

Panelists:

Panel Discussion #2

4/11
3:00 PM - 6:00 PM    Reception Following
Ronald Reagan Building and Int’l Trade Center
& Held Virtually in English and Japanese

THURSDAY Learn More
& Register

Panel Discussion #1 Economic Value That Passenger Rail Brings by Connecting Cities

Enhancing Urban Attractiveness and Resilience
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